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論文内容の要旨
本論文は、近年企業において収集・蓄積されている消費者購買行動データに対して、モデル分析を適用することに
より消費者の購買行動を理解し、マーケティング意思決定に役立てようというものである。
第 1 章ではマーケティング意思決定において消費者購買行動データを利用する際のモデ、ル分析の意義について述
べている。消費者購買行動データは顧客への販売情報を収集・蓄積したものが中心であり、マーケティング意思決定
者が知りたいと考える消費者行動を直接測定したものではないことが多い。このような制約のあるデータを用いて消
費者行動を分析するためには、対象となる消費者行動についてのモデルを構築し分析を行うことが必要であることを
指摘している。第 2 章では、消費者購買行動データの分析で適用される潜在構造モデルについて、および本論文で展
開される消費者行動モデルに関連した消費者行動理論についての既存研究をまとめている。
第 3 章では、消費者の価格による経済的損失と価格による品質推定機能からつくられる受容価格域を考慮、したブラ
ンド選択モデルを提案している。消費者が持つ特定のブランドの受容価格域の上限値および下限値が確率変数である
ブランド選択モデルを構築し、購買行動データからこの受容価格域の推定を行っている。購買行動データを利用した
実証分析の結果からは消費者が持つブ、ランド毎の受容価格域が推定され、ブランド地位による価格戦略への示唆が導
かれている。
第 4 章では消費者によって反復購買が行われる製品カテゴリーでの、新製品購買後の購買行動のモデル化と分析が
行われている。消費者の新製品購買後の受容段階についていくつかの潜在状態を仮定し、隠れマルコフモデルを用い
たモデル化が行われている。さらに購買行動データを利用するために EM アルゴリズムを用いた各潜在状態間の推移
確率の推定方法が示されている。購買行動データを利用したモデ、ル選択の結果からは、試行段階、受容段階、拒否段
階という 3 つの段階を新製品受容過程に仮定したモデ、ルが選択され、さらに新製品発売後のプロモーション戦略につ
いての示唆が導かれている。
第 5 章では、購買履歴情報から考慮集合の推定を行うモデルが提案されている。消費者が選択行動の際に考慮する
ブランドの集合は考慮、集合と呼ばれているが、購買履歴の情報を過去に遡って活用することによって、データからは
観測されない考慮、集合を個人別購買時点毎に推定するモデ、ルが構築されている。購買行動データから消費者別の考慮、
集合の変化が推定され、一定期間内に購入するブランド数が多い消費者ほど考慮、集合のサイズが大きい等の知見が得
られている。
第 6 章では、消費者選好の内的分析が行われている。消費者個人内での選好の変化を考慮、しながら、マッピングに
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より市場構造の分析を行うモデ、ルが提案されている。動学的セグメンテーションを選好の内的分析に適用することに
より、個人別の理想ベクトルが購買時点毎に変化するモデルが構築された。価格パラメー夕、ブランドの布置、購買
時点毎に変化する個人別の理想、ベクトルを購買行動データから同時に推定するために、マルコフ連鎖モンテカルロ法
が利用されている。ブランドのポジショニングと消費者選好の変化を同時に分析することにより、消費者の選好構造
の変化に関する示唆が導かれた。
最後に第 7 章で全体を要約し、消費者購買行動データのモデ、ル分析における課題と今後の展望について述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、単なる個人の購買記録として収集されたスキャナー・パネル・データを材料に、消費者の複雑な情報処
理について推測する潜在構造分析モデ、ルを構築することによって、マーケテイング意思決定にとり重要な種々の情報
を引き出してみせた点にその特徴がある。モデ、ル構築にあたり、消費者行動についての深い洞察と消費者行動論につ
いての幅広い知識を援用した点、またモデル・パラメター推定の際に、それぞれのモデルとデータの性質を考慮、して
最適な方法を工夫した点は、単純なデータから引き出された情報の豊かさとともに高く評価される。以上のことより、
本論文は博士(経済学)の学位に値するものと判断する。
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